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９
月
23
日
（
日
曜
日
）
・
24
日
（
月
曜

日
）
の
両
日
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
歩

行
者
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
、
自
動
車
の
交

通
量
を
調
査
し
た
。
今
回
の
調
査
は
、
2

日
間
と
も
雨
天
の
中
で
前
回
（
平
成
21
年

度
）
と
同
じ
17
調
査
地
点
で
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
前
回
調
査
に
比
べ
両
日
と

も
に
「
歩
行
者
」
と
「
自
転
車
・
バ
イ
ク
」

の
交
通
量
が
減
少
し
て
い
る
が
、特
に「
自

転
車
・
バ
イ
ク
」
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

　

一
方
、「
自
動
車
」
は
前
回
よ
り
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
が
、
総
交
通
量
と
し
て

は
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
普
段
、
徒
歩
か
二
輪
車
を
利
用
す

る
と
こ
ろ
、
雨
の
た
め
自
動
車
に
切
り
替

え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

【
歩　
行　
者
】

　

今
回
の
調
査
で
は
、歩
行
者
数
は
休
日
・

平
日
と
も
に
減
少
し
て
い
る
が
、
雨
が
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

各
調
査
地
点
で
み
て
み
る
と
、
前
回
調

査
同
様
に
「
旧
殖
産
銀
行
前
」
の
通
行
量

が
、
休
日
・
平
日
と
も
に
ト
ッ
プ
で
あ
る
。

次
に
多
い
の
が
「
丸
一
薬
局
前
」
と
「
山

形
中
央
信
用
組
合
前
」
と
な
っ
て
お
り
中

心
市
街
地
に
集
中
し
て
い
る
。

【
自
転
車
・
バ
イ
ク
】

　

今
回
は
、
天
候
が
雨
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、
休
日
・
平
日
と
も
に
調
査
以
来
過
去

最
低
の
交
通
量
と
な
っ
た
。
調
査
地
点
ご

と
に
見
て
み
る
と
、
休
日
は
「
く
す
り
の

エ
ン
ゼ
ル
前
」
が
最
も
多
く
、
次
に
「
記

念
品
の
ひ
ぐ
ち
前
」
と
「
さ
い
と
う
仏
壇

前
」
と
な
っ
て
い
る
。
平
日
は
「
記
念
品

の
ひ
ぐ
ち
前
」
が
最
も
多
く
、
次
に
「
旧

殖
産
銀
行
前
」「
く
す
り
の
エ
ン
ゼ
ル
前
」

と
な
っ
て
い
る
。

【
自　
動　
車
】

　

総
交
通
量
で
は
平
成
12
年
以
降
ほ
ぼ
横

ば
い
傾
向
に
あ
る
。調
査
地
点
で
は
休
日
・

平
日
と
も
に
「
八
文
字
屋
前
」
が
最
も
多

く
、次
に
「
く
す
り
の
エ
ン
ゼ
ル
」
と
な
っ

て
お
り
、
市
街
地
の
自
動
車
交
通
量
の
流

れ
は
南
部
に
移
行
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

前
回
調
査
以
後
に
、
小
出
南
線
（
館
町
南

地
区
）
に
「
カ
ワ
チ
薬
品
長
井
店
」
が
進

出
し
、「
し
ま
む
ら
長
井
店
」
が
舟
場
か

ら
移
転
し
て
い
る
。

歩
行
者
や
自
転
車
・
バ
イ
ク
は

減
少
、
総
交
通
量
は
横
ば
い

歩行者（人）　　　　自転車・バイク（台）　　　　自動車（台）
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㈱
全
国
商
店
街
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
商
店
街
の
自
主
取
り
組
み
提
案
事
業
」

の
採
択
を
受
け
、
８
月
よ
り
実
施
し
て

い
る
「
商
店
街
モ
ニ
タ
ー
事
業
」
で
、

モ
ニ
タ
ー
調
査
や
３
回
の
全
体
研
修
を

行
っ
た
本
事
業
の
中
間
報
告
会
が
開
催

さ
れ
、
委
嘱
し
た
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
と

商
店
街
関
係
者
が
参
加
し
た
。
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
が
調
査
結
果
や
研
修
で
ま

と
め
た
意
見
を
発
表
す
る
中
で
、「
長

井
ら
し
さ
と
は
何
か
」「
地
元
の
商
店

の
良
さ
を
ど
う
や
っ
て
広
く
伝
え
る

か
」
な
ど
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
今

後
は
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
が
課
題
を
整
理

し
、
来
年
１
月
15
日
に
は
広
く
参
加
者

を
募
っ
て
成
果
報
告
会
を
実
施
す
る
予

定
。

　

第
35
回
江
戸
川
区
民
ま
つ
り
が
東
京

都
立
篠
崎
公
園
で
今
年
も
開
催
さ
れ
、

長
井
地
場
食
品
㈿
（
大
山
勲
理
事
長
）

が
主
体
と
な
っ
て
長
井
市
物
産
展
を
催

し
、
長
井
の
地
場
産
品
を
販
売
と
ピ
ー

ア
ー
ル
を
行
っ
た
。

　

当
日
、
午
前
中
は
小
雨
で
出
足
は

鈍
っ
た
が
、
午
後
に
は
天
気
も
回
復
し
、

い
つ
も
の
通
り
場
内
に
は
約
50
万
人
も

の
区
民
が
訪
れ
、
物
産
展
は
多
く
の

人
々
で
賑
わ
っ
た
。

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
「
長
井

１
０
０
０
人
い
も
煮
会
」
が
あ
や
め
公

園
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
た
。
１
０
０
０

人
芋
煮
会
実
行
委
員
会
（
渡
部
俊
二
委

員
長
）
が
主
催
し
た
本
事
業
は
、
長
井

ま
ち
づ
く
り
基
金
助
成
事
業
の
採
択
を

受
け
、
今
年
は
直
径
２
ｍ
の
大
鍋
を
使

い
実
施
さ
れ
た
。

　

会
場
内
で
は
ダ
ン
ス
等
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
、
他
に
も
様
々
な
出
店
業
者

が
賑
わ
い
を
み
せ
、
大
勢
の
来
場
者
が

鍋
の
前
に
列
を
な
し
た
。
ま
た
、
当
所

で
進
め
る
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
、
馬
肉
を
使
っ
た
塩
味
の
い
も
煮

「
う
ま
塩
い
も
煮
」
を
初
め
て
披
露
し

た
。

　

長
井
市
勤
労
者
互
助
会
（
小
関
利
一

会
長
）
は
、
設
立
30
周
年
記
念
「
復
興

支
援　

塩
釜
・
松
島
」
へ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
し
た
。

　

視
察
地
に
向
か
う
車
中
で
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
仙
台
工
場
の
震
災
か
ら
復
旧
ま

で
の
道
の
り
を
学
び
、
仙
台
港
近
く
の

ビ
ー
ル
工
場
を
視
察
し
た
。
そ
の
あ
と

武
田
の
笹
か
ま
ぼ
こ
や
塩
釜
水
産
物
仲

卸
市
場
な
ど
を
見
学
。
松
島
か
ら
塩
釜

へ
は
遊
覧
船
に
乗
船
し
、
震
災
後
の

島
々
の
岩
肌
や
松
を
間
近
で
見
た
。
震

災
で
遊
覧
船
の
被
害
も
大
き
く
現
在
は

組
合
を
作
っ
て
運
航
し
て
い
た
。
帰
り

の
バ
ス
は
、
上
の
棚
は
も
ち
ろ
ん
、
下

の
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
も
い
っ
ぱ
い
と
な

る
復
興
支
援
の
旅
と
な
っ
た
。

10/8

長
井
ま
ち
づ
く
り
基
金
助
成
事
業

長
井
１
０
０
０
人
い
も
煮
会

10/２２

長
井
市
勤
労
者
互
助
会

復
興
支
援
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

10/1２

商
店
街
モ
ニ
タ
ー
事
業

（
中
間
報
告
会
）

10/7

江
戸
川
区
民
ま
つ
り

長
井
地
場
食
品
㈿
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工
業
部
会
（
齋
藤
道
郎
部
会
長
）
で
は
、

福
島
県
い
わ
き
市
に
あ
る
東
日
本
大
震
災

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
早
期
復
旧
さ
れ

た
2
つ
の
工
場
を
視
察
し
た
。

　

初
日
見
学
し
た
日
産
自
動
車
い
わ
き
工

場
は
、
日
産
自
動
車
の
誇
る
最
新
鋭
Ｖ
Ｑ

　

エ
ン
ジ
ン
を
生
産
し
て
い
る
。
敷
地
面

積
20
万
㎡
、
建
屋
８
万
㎡
、
年
56
万
基
の

エ
ン
ジ
ン
を
生
産
す
る
能
力
が
あ
る
。
自

動
化
率
60
％
達
成
し
て
い
る
生
産
工
場
は
、

シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
ア
ル
ミ
鋳
造
や

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
な
ど
の
部
品
加
工
、

シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
を
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
に
組
み
付
け
る
工
程
ま
で
も
従
業

員
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
ほ
ど
全

自
動
ラ
イ
ン
化
さ
れ
て
い
た
。

　

震
災
に
よ
り
工
場
の
地
盤
が
70
㎝
沈
下

す
る
な
ど
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
が
、
幸
い

に
工
場
内
に
ガ
ソ
リ
ン
が
備
蓄
さ
れ
て
お

り
、
従
業
員
の
通
勤
は
可
能
だ
っ
た
た
め
、

社
員
一
丸
と
な
っ
て
早
期
に
復
旧
で
き
た

と
の
説
明
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

翌
日
は
、
ト
マ
ト
加
工
大
手
メ
ー
カ
ー

カ
ゴ
メ
の
子
会
社
で
あ
る
農
業
生
産
法
人

い
わ
き
小
名
浜
菜
園
を
見
学
、
小
林
継
基

社
長
に
工
場
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

工
場
は
敷
地
19
万
㎡
に
５
万
㎡
の
温
室

２
棟
が
並
ぶ
日
本
最
大
規
模
の
温
室
溶
液

栽
培
施
設
。
オ
ラ
ン
ダ
式
大
型
ガ
ラ
ス
温

室
で
、
土
を
ま
っ
た
く
用
い
な
い
ロ
ッ
ク

ウ
ー
ル
栽
培
に
よ
り
生
食
用
ト
マ
ト
を
年

間
３
、０
０
０
ト
ン
生
産
し
、カ
ゴ
メ
「
こ

く
み
ト
マ
ト
」
ブ
ラ
ン
ド
で
東
京
や
仙
台

方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

工
場
の
特
徴
は
、
温
度
、
湿
度
、
溶
液

供
給
等
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
ま
た
貯
水
、
灌
漑
、

に
つ
い
て
も
多
彩
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
暖
房
に
は
ク
リ
ー
ン
な
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
、
燃
焼
ガ
ス
（
Ｃｏ2

）
を

回
収
、
再
度
光
合
成
の
た
め
に
再
利
用
し

て
い
る
。
栽
培
に
欠
か
せ
な
い
水
の
確
保

は
、
温
室
の
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
敷
地

内
の
貯
水
池
で
回
収
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
を
利

用
し
た
自
然
勾
配
な
ど
、
安
心
・
安
全
な

生
産
体
制
に
努
め
て
い
た
。

　

途
中
、
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
災
現
場

な
ど
視
察
し
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

有料広告

10/17-18

工
業
部
会
視
察
研
修

日
産
エ
ン
ジ
ン
工
場
と
ト
マ
ト

生
産
工
場
を
見
学
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フードコーナー
■バーニックも獅子奮迅の活躍でした。

展示コーナー

■はた織り体験■山大工学部による実験教室

■あめ細工教室

■和菓子づくり教室

体
験
コ
ー
ナ
ー

■今年の産業フェアには 52 の企業と団体が出展し、小雨にもかかわ
らず大勢の市民で賑わいました。特にものづくり教室や、実験・体
験コーナーには、親子で参加するなど大盛況でした。

地域の産業が集まり

「ながい産業フェア」開催
10月28日
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有料広告

お知らせ

過重労働による健康障害を防止するために
①時間外・休日労働時間の削減
◇時間外労働協定は、限度基準に適合したものと
することが必要です。
◇月45時間を超える時間外労働が可能な場合にも、
実際の時間外労働は月 45 時間以下とするよう努
めましょう。
◇休日労働についても削減に努めましょう。
②労働者の健康管理に係る措置の徹底
◇健康管理体制を整備し、健康診断を実施しましょ
う。
◇長時間にわたる時間外・休日労働を行った労働
者に対する面接指導等を実施しましょう。

長時間にわたる過重な労働は疲
労の蓄積をもたらす最も重要な
要因です。

労働基準法第 37 条に違反する、
賃金不払残業は、あってはなら
ないものです。

時間外・休日労働が月 45 時間を
超えて長くなるほど、業務と脳・
心臓疾患の発症との関連性が強
まります。

現
状
の
課
題
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民法（債権法）改正における重要テーマについて

民法とは何か

　現在、国の法制審議会民法（債権関係）部会に
おいて民法の改正に向けた審議が行われており、
来年２月を目処に中間試案が取りまとめられる予
定となっている。
　今回の改正作業では、企業経営に影響を与える
可能性がある論点として、約款や債権譲渡、保証
などについて審議が行われている。日本商工会議
所では、従来から民法（債権関係）部会の大島
委員（東京商工会議所 議員、㈱千疋屋総本店 社
長）の発言を通じて中小企業の立場から意見を申

し述べているが、中間試案の取りまとめに先立っ
て、改めて商工会議所の意見を表明する必要があ
ると考えている。今般の改正の対象となっている
論点は多岐にわたるが、このうち、特に中小企業
の経営や取引実務に影響を与えると想定される論
点について、次のように資料(概要)をまとめた。
　日本商工会議所では、民法（債権法）の改正に
ついて、意見や質問などがあったら、11月中旬
まで受け付けている。

１．民法が規律する対象について

２．民法改正の範囲 ３．民法改正の背景

○　民法は、各種財産の取扱いや私人間の取引行為、結婚や離婚といった身分行為など、市民社会におけ
る市民相互の 関係を規律する法律

○　民法は一般の私人のみならず、企業間の取引行為や契約形態に関しても様々な規定を置いている 例
えば、契約の成立・終了や解除など、商取引のさまざまな場面で問題となりうる

○　そのため、民法改正は企業の事業活動に大きな影響を与える可能性がある
※　民法の条文の多くは当事者間の合意があれば適用されない任意規定であるため、商取引において問題

となるケースは 限られるという考え方もある

○現在の民法は、不平等条約改正のため一刻も早
く近代的な民法を制定する必要性に迫られた明
治政府が起草・制定したもの。

○ドイツ・フランスの民法を急きょ輸入、条文数
はドイツ・フランスの半分以下。

○債権関係については、制定以来１００年以上に
わたり大きな改正が行われていない。

●条文数の少なさを学説（解釈）で補っている状
態。

●制定後１世紀以上にわたる判例が蓄積されてい
る。

・今回の改正の範囲は、民法のうち「債権関係の
規定（契約に関わるルール）」のみ 

・現行の民法（1,000 条程度）のうち、今回の改
正の範囲は約 400 条

民法の構成

第１編 総則

第２編 物権

第３編 債権

第４編 親族

第５編 相続

改正の論点（例）
○契約に関する基本ルール

→契約の成立・不成立、
解除・取り消しほか

○金融関係
→債権譲渡・保証ほか 

○主要な契約類型
→売買、賃貸借、請負、

委任ほか
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見積り
業者選定

発注
（契約成立）

トラブル
発生

完成

作業開始

納品・検収

支払い

http://www.moj.go.jp/shingil/shingikai_saiken.html
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長
井
ダ
ム
完
成
一
周
年
を
祝
う
か
の

よ
う
に
、
こ
の
秋
に
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
た
。

　

長
井
ダ
ム
完
成
は
、
周
辺
の
観
光
開

発
と
と
も
に
長
井
市
の
悲
願
だ
っ
た
だ

け
に
、
長
井
ダ
ム
湖
（
百
秋
湖
）
お
よ

び
周
辺
の
観
光
開
発
は
ど
の
よ
う
に
進

む
の
だ
ろ
う
か
。
現
状
を
探
る
。

　

10
月
６
日
か
ら
3
日
間
、
遊
覧
船
に

よ
る
「
百
秋
湖
め
ぐ
り
」
が
行
わ
れ
た
。

主
催
し
た
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
最
上
川
リ

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
定

員
27
名
の
全
天
候
型
屋
形
船
、
１
日
６

便
計
18
便
を
運
航
し
た
が
、
す
べ
て
の

便
が
満
席
と
な
り
、
述
べ
４
５
０
名
を

超
え
る
乗
船
者
が
紅
葉
に
は
ま
だ
早
い

秋
の
百
秋
湖
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
年
は
猛
暑
の
影
響
で
水
不
足
、
水

位
が
例
年
よ
り
12
メ
ー
ト
ル
位
低
い
た

め
湖
面
上
か
ら
茶
色
の
土
石
が
露
出
し

て
お
り
、
せ
っ
か
く
の
景
観
を
少
し
損

ね
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

観
光
遊
覧
の
目
玉
で
も
あ
っ
た
「
三
淵

渓
谷
」
を
拝
む
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
川
を
せ
き
止
め
て
作
ら
れ

た
百
秋
湖
、
山
間
を
左
右
に
舵
を
切
り

な
が
ら
上
流
に
進
む
に
つ
れ
て
変
化
す

る
山
並
み
の
景
観
、
随
所
か
ら
流
れ
込

む
沢
、
手
を
伸
ば
せ
ば
届
く
船
の
し
ぶ

き
な
ど
、
感
動
を
覚
え
る
に
は
十
分

だ
っ
た
。

　

事
前
の
Ｐ
Ｒ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

新
聞
掲
載
に
よ
る
案
内
だ
が
、
市
民
以

外
に
１
０
０
名
ほ
ど
が
山
形
市
や
米
沢

市
な
ど
県
内
各
地
か
ら
参
加
し
た
。
遠

く
は
東
京
や
仙
台
か
ら
の
参
加
者
も
い

て
、
情
報
の
発
信
し
だ
い
で
は
広
く
観

光
客
を
呼
び
込
め
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

定
期
運
航
は
組
織
面
、
採
算
面
に
お
い

て
無
理
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
春

の
新
緑
時
期
、
真
夏
の
納
涼
時
期
、
秋

の
紅
葉
時
期
く
ら
い
は
シ
ー
ズ
ン
観
光

船
を
ぜ
ひ
企
画
し
運
航
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
う
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
の
は
「
な
が
い

百
秋
湖
ま
つ
り
」（
10
月
28
日
）。
こ
ち

ら
は
長
井
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推

進
会
議
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、「
三
洋
道
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
」「
百
秋
湖
カ
ヌ
ー
体
験
」「
ダ
ム
見

学
会
」「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト
」
で
構
成
し
、
い
ず
れ
も
半

日
（
も
の
に
よ
っ
て
１
～
２
時
間
）
で

終
了
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
定
員
近
い
応
募
が
あ
り
総
勢

１
２
０
人
ほ
ど
が
参
加
、
東
京
か
ら
も

４
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

長
井
ダ
ム
の
魅
力
は
、
市
街
地
か
ら

数
十
分
で
自
然
の
奥
深
く
ま
で
入
っ
て

い
け
る
距
離
感
に
あ
る
。
日
常
と
非
日

常
の
切
り
換
え
が
こ
ん
な
に
容
易
く
で

き
る
と
こ
ろ
は
ま
ず
な
い
。
将
来
、「
長

井
ダ
ム
」「
百
秋
湖
」
を
活
か
し
た
広

域
観
光
を
図
る
う
え
で
、
や
は
り
注
目

し
た
い
の
が
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
カ
ヌ
ー

体
験
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
草
地
や

薮
な
か
を
切
り
開
き
な
が
ら
進
ん
だ
り
、

吊
橋
を
渡
っ
た
り
と
変
化
に
と
ん
だ
行

進
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
百
秋
湖
お
よ
び
周
辺
観
光
は

長
井
ダ
ム
が
完
成
し
て
１
年

特　集
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ま
た
カ
ヌ
ー
で
は
、
合
地
沢
湖
面
広

場
を
発
着
所
に
し
な
が
ら
、
三
淵
渓
谷

を
通
り
過
ご
す
ま
で
野
川
本
流
を
溯
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
2
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
長

井
ダ
ム
や
百
秋
湖
の
観
光
開
発
の
た
め

に
は
ま
だ
投
資
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

当
然
ト
イ
レ
や
水
場
を
整
備
し
た
り
、

案
内
看
板
を
掲
げ
た
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
キ
ャ
ン
プ
と
組
み
合
わ
せ

て
の
観
光
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
料
金
徴

収
も
含
め
て
、
ル
ー
ル
づ
く
り
や
利
用

者
の
マ
ナ
ー
喚
起
も
必
要
だ
。
ま
た
屋

形
船
に
よ
る
観
光
遊
覧
を
可
能
と
す
る

た
め
に
は
船
や
浮
桟
橋
を
自
前
で
持
つ

必
要
が
あ
る
（
今
回
は
新
潟
の
業
者
に

協
力
を
い
た
だ
い
た
）。
県
道
木
地
山

線
も
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
合
地
沢
ま

で
で
あ
り
、
木
地
山
ダ
ム
へ
の
観
光
に

つ
な
げ
る
に
は
、
途
中
を
拡
幅
す
る
な

ど
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
長
井
ダ
ム
」「
百
秋
湖
」
の
観
光
推

進
の
基
地
と
な
る
の
が
「
野
川
ま
な
び

館
」
で
あ
る
。
事
務
局
を
置
く
最
上
川

リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

佐
藤
五
郎
代
表
理
事
は
、「
私
た
ち
の

使
命
は
大
き
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

こ
と
も
あ
る
。
が
、
で
き
た
ば
か
り
の

団
体
で
、
組
織
や
財
政
に
も
厳
し
い
も

の
が
あ
り
関
係
機
関
の
協
力
が
必
要
だ
。

こ
の
た
び
ダ
ム
湖
に
遊
覧
船
を
浮
か
べ

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
国
直
轄
ダ
ム
は

規
制
が
厳
し
く
、
他
に
例
が
な
い
と
聞

い
て
い
る
。
一
歩
ず
つ
実
績
を
重
ね
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

… 特 集 …

し っ か り ラ イ フ
ジャケットを装着

パドルの使い
方など講習を
受ける

平成25年 新春会員講演会
のお知らせ

期　日：平成 25 年 1 月16 日㈬
時　間：午後 3 時 30 分から
会　場：タスパークホテル

講　師：時事通信社解説委員　田崎史郎 氏
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日
本
のFacebook

ユ
ー
ザ
ー
は
推

定
で
１
、３
９
９
万
人
（
９
月
６
日
発
表
）

と
言
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ

ジ
ネ
ス
両
面
に
お
い
て
、
必
須
の
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況

を
踏
ま
え
、
青
年
部
会
研
修
部
（
蜂
谷
拓

郎
部
長
）
が
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ナ

リ
ス
ト
の
横
田
秀
珠
氏
を
招
き
、「
商
売

に
つ
な
が
る
『Facebook

活
用
講
座
』」

を
開
催
し
た
。

　

横
田
先
生
はFacebook

の
特
徴
に
つ

い
て
①
販
促
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
縁
と
人

柄
で
商
売
を
す
る
古
き
良
き
時
代
の
商
売

「
三
方
よ
し
」
の
世
界
で
あ
る
、
②
友
達

と
交
流
す
る
た
め
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
、
③
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
個
人

に
よ
る
情
報
発
信
や
個
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
流
通
な
ど
の
社
会
的

要
素
を
含
ん
だ
メ
デ
ィ
ア
で
電
子
掲
示
板

や
ブ
ロ
グ
、m

ixi

な
ど
を
指
す
）
で
は

な
く
、
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
、
の
３
点
に
ま

と
め
た
。

　

Facebook

の
「
三
方
よ
し
」
の
世
界

は
、Facebook

で
交
流
す
る
友
達
か
ら

買
う
、
友
達
が
勧
め
る
物
を
買
う
と
い
う

構
図
（
図
）
に
変
え
て
い
く
。

　

横
田
先
生
は
実
名
で
登
録
す
るFace

book

だ
か
ら
こ
そ
、
大
事
な
の
はw

eb

上
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
人
と
し
て
の
在
り

方
で
あ
り
、
自
分
の
フ
ァ
ン
（
友
達
）
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

な
が
る
と
結
論
付
け
た
。

青
年
部
会
９
月
例
会

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

活
用
講
座

インターネットが無い時代は、誰
から買っていたか？
・知らない人より、知っている人

から買う。
・知っている人より、顔が分かる

人から買う。
・顔が分かる人より、会ったこと

ある人から買う。
・会ったことある人より、使った

ことある人から買う。
・使ったことある人からより、

使ったことある物を買う。
   ⇒人は安心して物を買いたい。

⇦

「何を？」でなくて、
「誰から？」買うのかが大事

⇦

お笑い好き
コンビニ
田中さん

ボランティア
食料品店
山田さん

恐妻家
チョコ専門店

佐藤さん

AKB好き
スーパー
高橋さん
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求人倍率（倍）
有効求職者数
有効求人倍率

有効求人数

０．２

０．１

０．０

０．３

０．４

０．５

０．６

０．７

０．８

１．０

１．１

１．２

０．９

求人・求職
（人）

０

１，８００
２，０００

１，４００
１，６００

１，２００
１，０００
８００
６００
４００
２００

６４７
７２８ 699 ６５８ ６９４

７６７ ８１３ ８１７

１，２７９ １，２３９ １，２２９
１，１５６ １，１４７ １，１８８

１，２３６

８１７
７３４ ７８５ 835

758

０．７２
０．６６

０．５９０．５９
０．６６

０．72

０．65

０．５１０．５１
０．５５０．５５ ０．５７０．５７ ０．５７０．５７

０．６１０．６１
０．６５０．６５

０．６５０．６８
１，１７５１，１７５

１，２４０１，２４０ １，２４０１，２４０
１，１８４１，１８４ 1,152

1,1611,161

地域経済指標・ＬＯＢＯ調査

★長井市の人口　平成24年9月30日現在
　人　口　28,916人（男 14,012人、女 14,904人）
　世帯数　9,667

地域経済指標地域経済指標
★山形県企業倒産状況 ★建築確認申請状況

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況（パートタイムを含む全数）（負債総額 1,000 万円以上） （長井市）
【平成24年9月末現在】
負債額単位：百万円 【平成24年9月延べ面積単位：㎡】

【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業）

建 設 業 1 16.7 46 9.4

製 造 業 2 33.3 85 17.3

卸 売 業

小 売 業

金融・保険業

不 動 産 業

運輸・通信業 1 16.7 34 6.9

サービス業 2 33.3 326 66.4

計 6 100.0 491 100.0
協力／㈱東京商工リサーチ山形支店 協力／ハローワーク長井

協力／長井市まち住まい整備課

新　築 増改築

専用住宅
件　　数 5 6

延べ面積 740.21 479.08

併用住宅
件　　数 0 0

延べ面積 0.00 0.00

そ の 他
（工場・　
店舗含）

件　　数 2 2

延べ面積 2,314.85 551.56

合　　計
件　　数 7 8

面　　積 3,055.06 1,030.64
月

項目 Ｈ24.8月 ９月 １０月 １１月 １２月 Ｈ24.1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 8月
有効求人
倍　　率 0.51 0.55 0.57 0.57 0.61 0.65 0.68 0.72 0.66 0.59 0.66 0.72 0.65
有　　効
求 人 数 647 728 699 658 694 767 813 817 817 734 785 835 758
有　　効
求職者数 1,279 1,239 1,229 1,156 1,147 1,175 1,188 1,240 1,236 1,184 1,184 1,154 1,161

LOBO調査

産 業 別 概 況
【全国の8月調査速報】

［商工会議所早期景気観測調査］
※2012年9月13日〜20日に、全国の417商

工会議所が3,065企業などにヒアリング
（東北については、被災を免れた企業や被害が

軽微な企業から回答）
（内訳）建設業　461　製造業　740　卸売業　323
　　　　小売業　743　サービス業　798

業況ＤＩは、悪化。先行きは若干改善するも懸念材料は多い

　９月の全産業合計の業況ＤＩは、▲26.6と、前月か
ら▲2.8ポイントの悪化。海外経済、とりわけ中国経
済の減速に伴う輸出の減少や、超円高等を背景とした
取引先の海外移転・調達の加速により、受注の減少が
続く。また、穀物や原油価格の高騰に伴い仕入価格が
上昇しているものの、中小企業においては価格転嫁は
難しく、収益を圧迫。経営環境はさらに厳しさが増し
ている。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲24.7（今
月比＋1.9ポイント）と、改善する見込み。秋の観光
シーズンを迎えるほか、秋物商戦の本格化が見込まれ
ることなどが要因。一方で、超円高の定着や、穀物・
原油価格の高騰、エコカー補助金終了による内需の減
速等、先行きに対する懸念材料も多い。

【建設業】からは、「省エネ住宅の問い合わせが増加し
ており、今後の受注増を期待」（建築工事業）、「大手
住宅メーカーが進出。地元の技能工が、大手からの仕
事を優先させている」（一般工事業）、「携帯電話会社
が基地局設置に伴う発注を増加させており、業況は好
転」（電気通信工事業）などの声が寄せられている。 

【製造業】からは、「エコカー補助金終了に伴う減産に
より、業況は悪化。今後の収益確保が課題」（自動車
部品製造業）、「大口取引先である鉄鋼メーカーの輸出
が伸び悩み、自社も影響を受けている。国内向け製品
の受注量は堅調だが、コストダウン要請が強い」（煉
瓦製造業）、「ウォールナットやトチノキ等の人気木材
の価格が上昇しているため、海外調達に切り替えて仕
入価格を抑制している」（家具製造業）などの声が寄
せられている。 

【卸売業】からは、「防水・防蝕関連の建築資材が売上
の主力だったが、新たに、橋梁・河川用の土木資材分
野に進出」（建築材料卸売業）、「売上は増加している
ものの、穀物価格の高騰により加工食品の仕入価格
は上昇しており、採算の改善には至らない」（食料品
卸売業）、「大手ホームセンターが進出。建設業等では
仕入先を低価格なホームセンターにシフトさせており、
自社の経営は厳しくなっている」（塗料卸売業）など
の声が寄せられている。 

【小売業】からは、「残暑が厳しく、秋物衣料の出足が
鈍い」（百貨店）、「電気料金が３割増加。負担が重く、
節電での対応に限界が来ている」（総合スーパー）、「食
料品の品揃えや価格面で、近隣に展開するコンビニ等
との競争が激化。さらに値下げせざるを得ない」（食
料品等販売）などの声が寄せられている。 

【サービス業】からは、「燃料価格が再び上昇し始めて
おり、経営に影響が出ている」（運送業）、「発注はあ
るものの、１イベントあたりの予算削減が進んでおり、
業況はなかなか回復しない」（イベント企画・運営）、「中
国人観光客の増加を期待したが、キャンセルが相次ぎ、
先行きは不透明」（旅館業）などの声が寄せられている。 
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　創業100年を超える老舗企業
が全企業に占める割合を都道府
県別に調べた調査で、山形県が
2.53％で全国1位であると東京
商工リサーチが平成21年10月
に公表した。当地域でも創業百
年超の企業がどの程度存在する
のか、その長寿の秘訣は何なの
かを探ってみた。

有料広告

TEL 84-3444

　

12
代
目
当
主
の
長
沼
惣
右
衛
門
氏
か
ら

話
を
伺
っ
た
。

■
長
沼
家
の
歩
み
に
つ
い
て

　

長
沼
家
の
歴
史
は
江
戸
時
代
後
期
に
遡

る
。
主
屋
の
建
築
年
代
は
祈
祷
札
よ
り
天

保
９
年
。
当
時
、
マ
ユ
や
生
糸
を
扱
っ
て

い
た
ら
し
い
が
、
資
料
な
ど
は
な
く
詳
し

い
こ
と
は
判
ら
な
い
と
い
う
。
な
る
ほ
ど

蔵
の
中
を
拝
見
す
る
と
、
中
二
階
に
な
っ

て
い
た
痕
跡
が
あ
り
、
繭
取
の
作
業
場
の

風
情
を
い
ま
も
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
上
川
の
舟
運
が
始
ま
る
と
、
上
方
か

ら
の
木
綿
な
ど
太
物
を
扱
う
よ
う
に
な
り

相
当
な
財
を
成
し
た
。
明
治
時
代
に
は
呉

服
衣
類
を
扱
う
店
と
し
て
看
板
を
掲
げ
た

が
、
時
代
の
変
遷
に
と
も
な
い
、
大
正
５

年
に
酒
造
業
を
開
業
し
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
当
時
長
井
に
酒
造
会
社
が
な
い
た
め

「
酒
代
が
高
く
つ
く
」
と
い
う
声
に
応
え
る

長
沼
合
名
会
社

■創　　業■　天保 9 年 (1838) ※建築年代
■現在の業種■　酒類製造業
■住　　所■　長井市十日町 1-1-39
■代 表 者■　長沼 惣右衛門（12 代目）
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の
水
は
、
芳
醇
で
な
お
か
つ
甘
辛
の
絶
妙

な
バ
ラ
ン
ス
を
醸
し
出
す
の
に
適
し
て
い

る
と
い
う
。

■
若
い
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

　

少
し
前
ま
で
酒
と
い
え
ば
淡
麗
辛
口
の

新
潟
の
酒
が
脚
光
を
浴
び
て
い
た
が
、
現

在
は
濃
厚
で
あ
り
な
が
ら
サ
ラ
ッ
と
し
た

東
北
の
酒
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
嗜

好
と
い
う
も
の
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す

る
が
、
と
に
か
く
長
く
愛
さ
れ
る
名
酒
を

目
指
し
た
い
。
こ
の
願
望
は
若
夫
婦
に
託

す
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
5
年
前
、
若
夫

婦
に
酒
造
り
に
関
す
る
全
権
を
譲
り
、
い

ま
新
し
い
世
代
に
よ
る
酒
造
り
の
試
行
錯

誤
が
始
ま
っ
て
い
る
。「
惣
邑
が
ど
ん
な
進

化
を
す
る
の
か
楽
し
み
。
す
べ
て
任
せ
た

の
で
あ
と
は
見
守
る
だ
け
」
と
、
蔵
元
は

目
を
細
め
た
。

た
め
の
決
断
だ
っ
た
と
い
う
。
造
り
酒
屋

と
し
て
最
初
に
「
雄
國
」「
小
桜
」
な
ど
の

銘
柄
を
送
り
出
し
た
。

　

長
沼
家
の
屋
号
は「
か
く
だ
い（
□大
）」で
、

歴
代
の
当
主
は
「
惣
右
衛
門
」
を
襲
名
し
、

先
々
代
あ
た
り
は
村
の
肝
煎
や
長
井
町
長

を
務
め
る
な
ど
町
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

る
。

■
こ
だ
わ
り
の
酒
造
り
を
全
国
に
問
う

惣
右
衛
門
を
継
い
だ
12
代
目
当
主
は
、
日

本
一
の
酒
を
め
ざ
し
、
平
成
11
年
に
「
惣

邑
（
純
米
吟
醸　

羽
州
誉
）」
の
銘
柄
で
全

国
展
開
を
は
じ
め
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
シ
ュ

ア
１
割
を
切
っ
て
い
る
日
本
酒
の
現
状
に
、

「
長
い
時
を
経
て
磨
か
れ
て
き
た
日
本
酒
は

民
族
の
酒
、
そ
の
文
化
・
伝
統
を
絶
対
廃

れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
の
強
い
思
い

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
原
料
と
な
る
酵
母
、

酒
米
、
水
は
地
元
山
形
産
に
こ
だ
わ
り
、

洗
米
か
ら
搾
り
に
至
る
全
工
程
の
手
作
業

を
今
も
守
り
続
け
て
い
る
。
と
く
に
長
井

有料広告

・蔵の中にある
井戸跡

・呉服商時代の
貴重な番傘

・適切な蒸米づくりが良い麹づくりのカギとなる



会
　
員
　
伝
　
言
　
板

11月 の行事予定

1 木
○地場産センター理事会
○互助会式典委員会
○フットパスウォーク実行委員会

2 金
○置賜経営指導員連絡会正副会長会議（南陽市商工会）
○西置賜産業会視察研修（燕市）
○商店街モニター事業

3 土

4 日 ○あかしあ産業団地会視察研修（韓国）

5 月
○マルケイ審査会
○東北財務局理財部長来所
○西根支部総会

6 火
○保証協会金融懇談会
○長井まちづくり基金事務局会
○中小企業支援NW事業（専門家派遣）

7 水 ○中小企業支援NW相談日（専門家派遣）
○東北労働金庫長井支店開設50周年記念式典

8 木
○経営指導員等研修会（山形）
○第 1 回東北地域中心市街地活性化協議会等交流会（八戸市）
〇まちづくり基金成果発表会

9 金

○置賜地域経済対策会議（置賜総合支庁）
○県連YEG役員会（米沢）
○中小企業経営セミナー（伝国の杜）
〇旅フェア2012（東京サンシャイン）

10 土

11 日 ○青年部会11月例会（あやめ公園河川敷）

12 月
○三役会　常議員会
○中小企業大学校仙台校研修　〜12/7
○ＮＴＴ経営懇話会（東京第一ﾎﾃﾙ米沢）

13 火
○長井まちづくり基金委員会
○金融・保険部会視察研修（日商委員会他）
○長井紬織物工業協同組合会議

14 水 （予定）日商委員会　〜15日

15 木 ○経営指導員等研修会（ホテルメトロポリタン山形）
○女性会健康教室

16 金 ○知財総合支援窓口
○青年部第30回全国会長研修会（津市）〜18日

17 土

18 日 ○第132回簿記検定試験

19 月 ○長井市勤労者互助会ボウリング大会
○情報・サービス部会研修会

20 火
○一日公庫
○長井エネルギー懇談会視察見学会（仙台）
○生産基盤技術研修（金型製作）オリエンテーション

21 水 勤労感謝の日

22 木 ○優良従業員表彰式

23 金

24 土 ○YEG東北ブロック役員会（古川市）

25 日

26 月 〇生活衛生・観光部会視察研修（東京）

27 火 ○互助会記念誌委員会

28 水 ○互助会フラワーアレンジメント教室

29 木 ○創邑会

30 金 ○創邑会

事　業　所　名 前代表者 新代表者

山 田 商 店 山 田 儀 重 山田トミ子

●代表者名変更のお知らせ （敬称略）

➡

＋今月の献血＋

11月 3日㈯

慈 光 園
 9：00 〜 11：30

13：30 〜 15：30

リ バ ー ヒ ル 長 井
 9：30 〜 11：30

13：30 〜 15：30

☆全血のみで、200mℓと 400mℓの全血献血ができます。
　問合わせ　長井市健康課　TEL 84─6822


